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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前端面の反射率をＲ０としたときに、反射によるフィードバックを受けた時のスペクト
ル線幅Δνは以下の数式２で表される（例えば、非特許文献１参照）。

【数２】

ただし、以下の数式３，４の関係を有する。

【数３】

【数４】

ここで、ν０はＣ＝０すなわちＲ＝０のときの線幅、τはＬＤ外部の共振器の一往復に要
する時間である。


	header
	written-amendment

